


※  注記事項 

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 有    

（注）詳細は、添付資料Ｐ．６「２．四半期財務諸表及び主な注記（３）四半期財務諸表に関する注記事項（四

半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）」をご覧ください。 

 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更    ： 無    
 

②  ①以外の会計方針の変更                  ： 無    
 

③  会計上の見積りの変更                    ： 無    
 

④  修正再表示                              ： 無    

 

（３）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 31年３月期１Ｑ 3,088,739 株 30年３月期 3,088,739 株 

②  期末自己株式数 31年３月期１Ｑ 676,515 株 30年３月期 245,461 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 31年３月期１Ｑ 2,627,732 株 30年３月期１Ｑ 2,843,869 株 

（注）当社は、平成29年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を行っております。前事業年度の

期首に当該株式併合が行われたと仮定して、「期末発行済株式数」、「期末自己株式数」及び「期中平均株

式数」を算定しております。 

 

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です 

 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

（将来に関する記述等についてのご注意） 

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業

績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境に改善が続き、緩やかな回復基調を示したもの

の、海外経済の不確実性や金融資本市場の変動の影響が懸念される等、先行き不透明な状況で推移いたしました。 

このような状況のもと当社におきましては、生産性の向上、積極的な営業活動、コスト削減等に注力してまいり

ましたが、売上高につきましては、精密金属加工品は増加したものの、主に自動機・専用機が減少したため、29億

２千８百万円と前年同期比2.5％の減少となりました。 

利益面につきましては、展示会出展費用が増加したこと等から、営業利益は８千１百万円と前年同期比13.9％の

減少、経常利益は９千６百万円と前年同期比20.7％の減少となりましたが、四半期純利益は、保有する投資有価証

券の一部を売却したことにより特別利益を計上したため、１億２千２百万円と前年同期比55.1％の増加となりまし

た。 

 セグメントの業績につきましては、精密加工事業部における売上高は17億９千５百万円と前年同期比18.9％の増

加となり、機械事業部における売上高は11億３千３百万円と前年同期比24.2％の減少となりました。

 

（２）財政状態に関する説明

 当第１四半期会計期間末の総資産は、前期末より14億１千５百万円減少し、191億６千６百万円となりました。

これは主に、製品が２億６千７百万円増加したものの、現金及び預金が16億５千６百万円減少したことによるもの

です。負債につきましては、１億９千６百万円減少し、61億４百万円となりました。これは主に、電子記録債務が

２億６千２百万円増加したものの、賞与引当金が２億４千４百万円及び未払法人税等が１億２千３百万円それぞれ

減少したことによるものです。純資産につきましては、12億１千８百万円減少し、130億６千２百万円となりまし

た。これは主に、自己株式の取得により10億８千万円減少したことによるものです。

 

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

 業績予想につきましては、平成30年４月26日の「平成30年３月期 決算短信」で公表いたしました第２四半期累

計期間及び通期の業績予想に変更はありません。
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前事業年度 

(平成30年３月31日) 
当第１四半期会計期間 
(平成30年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 5,046,500 3,390,088 

受取手形及び売掛金 2,621,222 2,485,882 

電子記録債権 1,057,628 879,751 

製品 149,591 417,315 

仕掛品 2,209,764 2,450,879 

原材料及び貯蔵品 557,824 574,799 

その他 65,710 73,213 

貸倒引当金 △6,400 △5,300 

流動資産合計 11,701,843 10,266,631 

固定資産    

有形固定資産    

建物（純額） 1,900,019 1,881,774 

機械及び装置（純額） 1,519,539 1,465,996 

その他（純額） 1,104,797 1,286,835 

有形固定資産合計 4,524,356 4,634,606 

無形固定資産 102,104 101,373 

投資その他の資産    

投資有価証券 4,126,572 4,036,670 

その他 127,712 127,854 

貸倒引当金 △591 △591 

投資その他の資産合計 4,253,692 4,163,933 

固定資産合計 8,880,153 8,899,913 

資産合計 20,581,996 19,166,544 

 

- 3 -

旭精機工業(株)(6111) 平成31年３月期 第１四半期決算短信(非連結)



 

    （単位：千円） 

 
前事業年度 

(平成30年３月31日) 
当第１四半期会計期間 
(平成30年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 953,504 1,044,760 

電子記録債務 1,683,947 1,946,842 

短期借入金 900,000 900,000 

未払法人税等 193,052 69,484 

賞与引当金 315,146 70,293 

役員賞与引当金 21,967 - 

その他 815,513 670,158 

流動負債合計 4,883,130 4,701,539 

固定負債    

退職給付引当金 728,494 732,039 

その他 689,847 670,913 

固定負債合計 1,418,342 1,402,953 

負債合計 6,301,472 6,104,492 

純資産の部    

株主資本    

資本金 4,175,416 4,175,416 

資本剰余金 3,468,202 3,468,202 

利益剰余金 4,661,209 4,584,861 

自己株式 △346,258 △1,426,480 

株主資本合計 11,958,570 10,802,001 

評価・換算差額等    

その他有価証券評価差額金 2,321,953 2,261,821 

繰延ヘッジ損益 - △1,771 

評価・換算差額等合計 2,321,953 2,260,050 

純資産合計 14,280,523 13,062,051 

負債純資産合計 20,581,996 19,166,544 
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（２）四半期損益計算書

（第１四半期累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期累計期間 
(自 平成29年４月１日 

 至 平成29年６月30日) 

当第１四半期累計期間 
(自 平成30年４月１日 
 至 平成30年６月30日) 

売上高 3,005,033 2,928,686 

売上原価 2,567,859 2,484,274 

売上総利益 437,174 444,411 

販売費及び一般管理費 343,033 363,385 

営業利益 94,141 81,026 

営業外収益    

受取利息 - 243 

受取配当金 19,087 22,407 

固定資産賃貸料 11,852 9,466 

その他 3,435 1,496 

営業外収益合計 34,375 33,614 

営業外費用    

支払利息 1,189 1,245 

固定資産賃貸費用 5,412 3,489 

その他 135 13,388 

営業外費用合計 6,737 18,123 

経常利益 121,779 96,517 

特別利益    

投資有価証券売却益 - 82,395 

特別利益合計 - 82,395 

税引前四半期純利益 121,779 178,912 

法人税等 42,690 56,230 

四半期純利益 79,089 122,682 
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

  該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 当社は、平成30年５月10日開催の取締役会決議に基づき、自己株式の取得を行いました。この取得により、自己

株式は当第１四半期累計期間に10億８千万円増加し、当第１四半期会計期間末において14億２千６百万円となりま

した。

 

（四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算） 

 税金費用については、当第１四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の

実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

 

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用） 

 「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を当第１四半期

会計期間の期首から適用しており、繰延税金負債は固定負債の区分に表示しております。 
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